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世界中で盛り上がっているeスポーツは、今や高校での学びや部活

動に取り入れられており、教員にもその知識と指導力が問われる時

代になりました。また、理学療法への活用や、ユニバーサルデザイン

を取り入れたeスポーツなど、多分野で発展しています。健康情報学

部では、本学のesports projectなど、これまでのeスポーツに

関するノウハウを活かし、eスポーツを実践・体験するだけでなく、指

導法や運営まで、eスポーツを科学的に捉えた学びを充実させます。
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e スポーツを科 学 的・総 合 的に学べる
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では、文部科学省の「数理・データサイエンス・A I教育プログラ
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A I やデータサイエンスの基 礎を磨く
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学部共通科目は健康分野と情報分野から、専門分野は３専攻の専門科目の中から自由に選択が可

能。他専攻の科目を選択し、自分が学びたい科目を柔軟に組み合わせて学ぶことができるので、多様

なスキルの修得が可能です。さらに、「特修」では、専門の深い学びとスキルアップをめざせます。
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※特修とは…各専攻の特定の分野を詳しく学ぶコース
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健 康 情 報 学 部健 康 情 報 学 部 を 紐 解を 紐 解を 紐 解を 紐 解く つの ポ イントつの ポ イント

人の生命を救う現場も、リハビリテーションも、

スポーツも、健康づくりも。

私たちが人の身体を理解し、

よりよく生きる知 恵を育むために、

「情報」はなくてはならない存在です。

3 つの専 攻が、チカラをひとつにして、

新しい価値を次々と生み出しながら、

健やかな未来を切り拓いていく。

2 0 2 5 年 4月、健 康 情 報 学 部が始まります。

健康に生きるために、

情報を活かす。
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（仮称・設置構想中）

※記載の内容は、構想中のものであり、変更される可能性があります。
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を続けるための人生」を歩んできた。
レフェリー人生の始まりは、大阪電気通
信大学在学中のこと。ボランティアとし
て小学生の試合で初めて笛を吹いた。

父親が技術職をしていた影響もあり、パ
ソコンに興味があった松尾さんは大阪電
気通信大学に進学したが、学生時代は勉
強よりもサッカーだった。「手に職をつけ
ようと進学したのに、２年生でサッカー部
に入部してからはサッカー漬けの毎日。
関西学生サッカーリーグの2部に昇格し、
おそらく過去一番強かった時期だったと
思います」。就職に悩んでいた頃、当時の
サッカー部の顧問だった橋本不二雄先生
がレフェリーをしており、「仕事をしなが
らレフェリーを続けてみてはどうか？」と
言われた。それをきっかけに、卒業後は一
般企業に就職し、平日は働いて休日は審
判をするという二足のわらじを履く生活
に。「じわじわと大きい大会に呼ばれて、
自分の中でも審判として生きていく覚悟
ができてきました」。Ｊリーグを担当する
ようになった頃、レフェリーがプロ化され
るなど環境も変化。本格的にレフェリー
の道へ進むためにサッカースクールコー
チに転職。さらに国際審判として海外に
派遣されるようになるも、「保育専門学校
に通い、ずっと興味のあった幼稚園の先生
になりました」。その後３年間は先生と

05

自らの力で人生を切り拓いていける教育を

大切にしてきた大阪電気通信大学。ここから

広がる世界と可能性は果てしない。卒業生

が気づかせてくれる、未来は自由だと。

p r o f i l e

兵庫県尼崎市出身。1972年9月26日生まれ。
大阪電気通信大学  工学部  経営工学科卒。
1997年に1級審判員資格を取得し、2008年
よりプロフェッショナルレフェリーに。Ｊリーグ
通算542試合。

公益財団法人日本サッカー協会
元プロフェッショナルレフェリー

松尾 一さん
MATSUO Hajime
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日本にわずか19人しかいないサッカーの
プロフェッショナルレフェリー。そのひとり
として長らく国内外で活躍した松尾さん
は、2023年12月で引退した。「表に出る
のは誤審の問題ばかりですが、選手にあ
りがとうと言われたり、試合を通じて心を
通わせ、ともに試合をつくることがやりが
いでした」。試合はレフェリーがいないと成
り立たない。スポットが当たるのはいつも選
手たち。それでも松尾さんは「レフェリー

レフェリーを両立していたが、将来につい
て考えた末、レフェリー一本で食べていく
ことを決意。35歳でプロ審判員となった。

「何回も泣きましたし、笑いました」。ミス
があればさまざまな媒体で叩かれ、SNS
で炎上することもある。プロの試合だけ
でも500試合以上で笛を吹いてきた松
尾さんは何度も落ち込んできた。「この仕
事に向いているのか、と自問自答を繰り
返してきました。笛を吹いて反則をとっ
て文句を言われて…という表面的なこと
よりも、自分と向き合って悩むことの方
が多かったと思います」。ミスをしてすぐ
に復帰できることもあるし、何日も引き
ずるときもある。次の試合でうまくいけ
ば気分は晴れる。大切なのは、自分の気
持ちに嘘をつかないこと。「プロの審判は
鋼のメンタルが良いと言われますが、私
は自分らしくいようと。試合中も選手の
表情や動作を見て積極的に声をかけ、試合

ちゃんと悩む。
だから次へ進める。

のコントロールに困ったら選手側に助け
てほしいとお願いすることもありました。
目線でメッセージを送るなど、みんなで
一体となった試合はとても達成感があり
ました」。30年間続けてきたレフェリーを
辞める時に、「大事なものを奪われて頭
が真っ白になるのでは」と思った。キャリ
アの終了の笛は1回しか吹けない。吹くタ
イミングをずっと迷っていた。最後の試
合を終えた今だから言えるのは、「思い
出は変わる」ということ。辛いこともあっ
たし、楽しいこともあった。そのすべてが
あったから今の自分がいる。「悩むのは
悪いことではない。それがわかるとちゃ
んと悩めるようになった」。どんな悩みも
きっと、時間が経てばその価値に気づく
ことができる。引退後は、レフェリーの育
成にかかわりながら、メンタルで悩んだ
経験を活かして公認心理師としての活動
も視野に入れている。人生という名の試
合はまだまだ続く。松尾さんは社会や世
間の声に惑わされず、いつも自分に素直
に生きてきた。これからの人生も変わらず
歩んでいく。大好きなサッカーとともに。
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世界で活躍するプロのレフェリーへ。

手に職をめざした進学から

本当にやりたいことを求めて。

レフェリーを続けるための
人生の選択。
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